
ようやるでおばちゃんの会
（田原本町）

味間いもコロッケ

６次産業化の取組に至った経緯

６次産業化の取組内容

会の発足後、若い人達にも「味間いも」を食べてもら

いたいという思いで、「味間いもコロッケ」の開発に取り

戦前から奈良県での生産が確認されている品目で、地域の
歴史・文化を受け継いだ独特の栽培方法等により、「味、香
り、形態、来歴」などに特徴をもつもの。
R2.3.1現在、県で20品目を認定。

※１

「味間いも」は奈良県在来のサトイモの品種です。奈

良県磯城郡田原本町の味間地区とその周辺のみで

種いもが受け継がれ、生産されてきました。平成26年

には「大和の伝統野菜※１」に認定されました。

「味間いも」は、切った断面が白くてキメが細かく粘り

が強いのが特徴で、とろっとした食感が楽しめます。

定番の煮っ転がしや田楽、蒸し芋や味噌汁はもちろ

ん、コロッケにしてもおいしく召し上がれます。皮をむ

いたときに手にかゆみが出にくいと評価する人もいま

す。「ようやるでおばちゃんの会」は、このおいしい｢味

間いも｣を、多くの方に食べていただきたい、全国の

芋の王様と言われるくらいにPRしたいという思いで、

組みました。「味間いも」は、コロッケにするとクリーム

コロッケに似た、ねっとりなめらかな食感で、優しい甘

みがあります。試行錯誤を繰り返し、クリームチーズや

ご飯を加え、絶妙な食感のコロッケが完成しました。

平成29年度５月から、農産物直売所「ＪAならけんま

ほろばキッチン橿原店」で「味間いもコロッケ」の販売

を開始しました。また、不定期で地域のイベントにも積

極的に参加し、熱々の揚げたての「味間いもコロッケ」

を販売するなど、「味間いも」のＰＲを行っています。

他にも、「味間いも」を手作業で丁寧に皮をむいて

真空パックにした「味間いもそのまま料理」や、おはぎ

のような「いもぼた」を商品化しています。「いもぼた」

は「いのこもち」とも言われ、県内の農村に伝わる郷土

料理で、春夏の彼岸や旧暦の10月の亥の日に作られ

ます。蒸したお米と里芋を混ぜて丸め、小豆あんでく

るんで作りますが、「味間いも」を使っているため、翌

日でもやわらかく、もちもちしています。

現在は、平成30年４月にオープンした田原本町の

道の駅「レスティ唐古・鍵」を加えた２カ所の農産物直

売所で、「味間いもコロッケ」は毎日、「味間いもそのま

ま料理」及び「いもぼた」は季節限定で販売していま

す。味間いも

平成28年９月に発足し

ました。現在は３名で活

動中で、「味間いも」を

使った加工品を製造・

販売し、田原本町から

おばちゃん達の手で、

「味間いも」のおいしさ

を発信しています。

「味間いも」のおいしさを

全国に発信！地域を元気に！
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田原本町の「やどかり市」では、「味間いもコロッ
ケ」を求め、行列ができる。

平成29年８月には「いもぼた」が、田原本町主催の

田原本お土産コンテスト（特産品部門）で銀賞を受賞。

平成30年度には、一般財団法人食品産業センター主

催の優良ふるさと食品中央コンクール（国産農林産品

利用部門）で「味間いもコロッケ」が農林水産省食料

産業局長賞を受賞しました。また、団体としても、女性

が中心となった起業活動が評価され、令和元年度近

畿農政局男女共同参画優良事例表彰（経営参画部

門）で奨励賞を受賞しています。

「味間いも」を使った加工品の珍しさや、複数の賞

を受賞したこともあり、当会の活動は県や町の広報誌、

地域のミニコミ誌、新聞、テレビなどに取り上げられ、

コロッケの販売数は年々増加しています。活動当初

から続けている、地域イベントでのコロッケ販売は、回

を重ねるごとにリピーターが増え、今では行列ができ、

１日800個以上の売り上げがあります。地元の田原本

町を中心に、少しずつ「味間いも」の認知度が上がっ

てきたと感じています。

今後の事業展開

取組の成果

事業者概要

当初から販売している「味間いもコロッケ」、「味間い

もそのまま料理」、「いもぼた」は日持ちがしないため、

毎日、直売所へ納品及び引取に行かなければなりま

せん。この販売方法では搬入搬出に時間がかかるた

め、平成31年４月から、日持ちのする冷凍の「味間い

もコロッケ」の販売を始めました。また、令和２年２月か

味間いもそのまま料理

いもぼた

ら、「味間いも旨煮仕上げ」の販売を始めました。「味

間いも旨煮仕上げ」は、しょうゆなどで味をつけて炊い

たもので、そのまま食べることができます。

今後は、日持ちのする冷凍食品や「味間いも旨煮仕

上げ」の製造量を増やしていきたいと考えています。

日持ちすることで、ふるさと納税の返礼品や、首都圏

での販売も可能となるため、広く営業活動を行ってい

きたいと考えています。

そして、現在の会員３名だけでは、活動の広がりに

限界があるため、地域の若手女性農業者の加入を促

進するとともに、地域の担い手となる後継者への指導

を行っていきたいと考えています。

「味間いも」の作付面積は、当会が活動を開始した

平成28年は57aだったものが、令和元年には90aと

年々増加しています。「味間いも」のおいしさを発信す

ることで、「味間いも」の販売が伸びれば、地元農家の

生産意欲が高まり、生産面積の増加にもつながると期

待しています。

全国の皆様に「味間いも」を知っていただくには、時

間はかかりますが、少しずつ頑張っていきたいと思っ

ています。そして、頑張っているおばちゃん達の姿を

地域の方にも見てもらい、つながりを深め、地域を元

気にしていきたいと考えています。

代表者個人で商品化した
味間いも焼酎「里の香」


